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「退屈な講義」から脱却し
ビジネスで成果を上げる
「参加者主体」の研修手法を網羅

研修の効果を高めることは、研修担当者や講師にとって必須の課題。そ
の課題解決のために、脳科学や心理学をベースに体系化されたのが「参
加者主体の研修手法」である。参加者が主体的に考え、学んだことを記
憶にとどめ、さらに現場で実践しようという気持ちにさせる──そんな
研修を実現するためのノウハウを１冊にまとめたのが本書だ。著者で、
その手法を学ぶプログラムを提供するダイナミックヒューマンキャピ
タルの中村文子氏に、刊行の目的や研修手法のポイントなどを聞いた。

「教え方のスキル」の必要性

　人材開発を担当されていると、専
門的な知識や経験のある社員に社内
研修の講師を依頼することも多いか
と思います。そうした社内講師の皆
さんは、教える内容については知識
がありますから、ある程度きちんと
話をすることはできると思います。
しかし、専門的な知識を持っている
ことと、上手に教えられることはイ
コールではありません。研修の効果
を高めるには、知っておいたほうが
良い「教え方のスキル」があります。
そのスキルを知らないがために、多
くの研修において、自分なりに工夫
しているのに手応えが今ひとつだっ
たり、途中で眠くなる人が出てし

まったり、といったことが起きてい
るのです。
　そのような状況を改善し、研修の
効果を高めるために、当社では講師
に必要なスキルを学ぶプログラムを
提供しています。しかし、まとまっ
た時間が取れない、あるいは遠方に
いるために研修に参加することが難
しいという方も少なくありません。
そんな方々にも「教え方のスキル」
を知っていただきたいと考え、本書
を上梓しました。

講師に必要な３つのスキル

　効果の高い研修とは、参加者が研
修で学んだことを業務で実践し、ビ
ジネスにプラスの影響をもたらすも
のです。そのためには、参加者が研

修で学んだことを習得でき、かつ
「やってみよう」というモチベーショ
ンを持続できることが必要です。参
加者が研修に受け身の姿勢で臨んで
いる限り、学んだことは身につきま
せんし、職場に戻ってもやる気には
なりません。研修の効果を高めるに
は、参加者に主体的に参加してもら
うことが重要です。
　こうした参加者主体の研修を行う
には、次の３つのスキルが必要です。
①インストラクショナルデザイン
②デリバリースキル
③ファシリテーションスキル
　講師に必要なスキルとして、デリ
バリー（立ち居振る舞いや分かりや
すい説明の仕方など）やファシリ
テーション（グループワークの進め
方など）はよく取り上げられます

が、それだけでは十分ではありませ
ん。研修の効果や効率を追求するに
は、研修の目的を明確にし、目的達
成のために研修の内容をどのような
順序で組み立て、どのような手法を
使って行うか、時間配分をどうする
かなどを事前に決めておくインスト
ラクショナルデザインが重要になり
ます。脳科学や心理学をベースに、
どうすれば頭にインプットしやすい
か、どうすれば安心して学べる環境
を提供できるか、といったことを踏
まえて、学習効果の高い研修を設計
します。

よくある研修の“落とし穴”

　ここで、研修にありがちな“落
とし穴”を２つ紹介します。１つ
は、講義を一通り行った後にワーク
ショップを行うパターンです。これ
では、参加者は講義の間は受け身の
姿勢を強いられることになります。
参加者の主体性を高めるには、例え
ば講義を始める前に間違い探しなど
のクイズを行い、参加者に考えても
らうようにします。次に、ペアやグ
ループで答え合わせをし、その後で
講師が解説をするのです。こうする
と、同じ説明をするにしても、参加
者の姿勢は受動的から能動的に変わ
ります。

　インストラクショナルデザインの
法則の１つに「８分に１回巻き込む」
というものがあります。人の脳は、
受け身の状態が 10分以上続くと興
味を失い始めます。そのため、８分
に１回は立ち止まり、参加者に考え
る機会を与えるようにするのです。
講義の中にもこのようなワークを小
刻みに入れて設計することによっ
て、参加者が主体的に学べる研修に
することができます。
　もう１つは、講師が個々の参加
者に質問を投げかけるスタイルで
す。研修効果をより高めるには、講
師と参加者の間でのやりとりだけで
なく、参加者同士の対話も重要です
（図）。人間の脳は、見聞きした情報
がそのままの形で定着することはあ
りません。その情報を自分なりに咀
嚼し、既に持っている自分の知識や
意図などと結びつけることによっ
て、「これは使える」「やってみよう」
というインサイト（洞察）に変換さ
れます。インサイトが自分の中に生
まれることで、初めてそれを活用で
きるようになります。
　インサイトは、人から話を聞いて
いるだけでは生まれません。自分で
考え、誰かにアウトプットしたり、
あるいは他の人と話し合ったりする
体験によって、考えが深まったり、
学びが豊かになり、インサイトが生

まれやすくなります。

研修でスキルの効果を実感

　本書は、このような参加者主体の
研修に必要な手法を網羅し、タイム
テーブルの例やチェックリストなど
も載せて、実際に研修をする際に活
用できるようにつくられています。
　もし、本書に書かれた手法を実際
に体験されたい場合は、私たちが
提供する「トレーナー養成ワーク
ショップ」（２日間）に参加いただ
ければ、効果を実感できます。他に
も、実践練習ができるワークショッ
プやコンパクトな１日研修など、
ニーズに合わせてさまざまなプログ
ラムを用意しています。「参加者主
体の研修手法」を活用し、現場での
実践を可能にする研修を実現しま
しょう。
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講師と参加者の対話のみでなく、参加者同士の対話の機会を設ける
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